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はじめに


このドキュメントでは、Oracle Stream Explorerを使用する方法を説明します。スタート・ガイドは、Oracle Stream Explorerに慣れる助けになります。





対象読者


このドキュメントは、Oracle Stream ExplorerおよびEvent Processingのすべてのユーザーを対象としています。







ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


詳細は、以下のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Stream ExplorerのVisualizerの使用


	
Oracle Stream Explorerの使用










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















このガイドの最新情報


12c 12.2.1リリースでの変更はありません。このドキュメントでは、Oracle Fusion Middleware 12cリリース(12.1.3.0)における Oracle Stream Explorerの新機能と製品の重要な変更点の概要を示します。

Oracle Stream Explorerは、Oracle Fusion Middlewareの12cリリース(12.1.3.0)で導入された新しいツールです。

このドキュメントは、このリリースでは新しく、Oracle Stream Explorerのインストールを説明しています。








1 Oracle Stream Explorerの概要


Oracle Stream Explorerは、Oracle Event Processingテクノロジ・プラットフォームの一部として提供される新しいツールです。Oracle Stream Explorerは、ユーザーのビジネス上のニーズに応えるものです。このツールは、ユーザーが企業におけるリアルタイムで進行中の脅威や商機を先行して識別し、ビジネスの事業効率を改善します。Oracle Stream Explorerは、関連するデータを処理および格納するだけで、リアルタイム・データから得られる実行可能な洞察を利用して、ビジネスの機能と運用に関する効率の向上を支援します。Oracle Stream Explorerを使用すると、アプリケーションをビルドして、即座にかつ簡単にリアルタイム・ストリーミング・データに対してモニターでき、基礎にあるテクノロジの知識も不要です。

Oracle Stream Explorerプラットフォームは、シンプルな視覚インタフェースの絶妙な組合せで、Real Time Event Processingアプリケーションや、そのソリューションを管理、実行する包括的なランタイム・プラットフォームを短時間で作成、変更できます。

この章の構成は、次のとおりです。

	
概要


	
前提条件


	
ブラウザのサポート


	
Oracle Stream Explorerの長所


	
Oracle Stream Explorerの対象ユーザー


	
Stream Explorerのインストール


	
次のステップ。








1.1 概要


Oracle Stream Explorerは、Oracle Event Processing Server上で動作します。イベント処理サーバーには、Oracle Stream Explorer Visualizerなどがあります。Oracle Stream Explorerは、Visualizerで構成されたのと同じ、ユーザーおよびユーザー・ロールの組合せを使用します。Oracle Stream ExplorerとVisualizerは、どちらもOracle Stream Explorerサーバー認証および認可システムを使用します。

Oracle Stream Explorerランタイム・コンポーネントは、イベントをリアルタイムでフィルタ、相関、処理するアプリケーションを作成するための、完結したソリューション・プラットフォームです。デプロイメント・オプションが柔軟で(スタンドアロン、SOAスタックに統合、またはJava SE Embedded上の軽量デプロイメント)、汎用性とパフォーマンスに優れた、定評あるイベント処理エンジンです。Oracle Stream ExplorerではFast DataやInternet of Things (IOT)を使用できるため、多様なデータ・ソースからの高速で大量のリアルタイム・データに基づいて、実行可能な洞察を提供し、その価値を最大化できます。ビジネス・ロジックをネットワークに高度に対応させることによって、情報の分散と低遅延での応答を可能にします。

Oracle Stream Explorerは、次のタスクをより高いレベルで実行することができます。

	
アプリケーションの作成


	
アプリケーションのビルド


	
アプリケーションの実行










1.2 前提条件


Oracle Stream Explorerには、Event ProcessingとOracle Stream Explorer Serverが稼働して実行中である必要があります。Oracle Stream Explorerは、Oracle Event Processing 12.1.3以上のバージョンで動作します。

Oracle Stream Explorerは、JDK 7.0以上のバージョンを必要とします。







1.3 ブラウザのサポート


Oracle Stream Explorerは、次のブラウザをサポートします。

	
Mozilla Firefoxバージョン24以上


	
Safariバージョン6以上


	
Google Chromeバージョン28以上。





注意:

このリリースのOracle Stream Explorerは、Internet Explorerではサポートされていません。









1.4 Oracle Stream Explorerの長所


Oracle Stream Explorerは、従来同様のBusiness Intelligence (BI)ソリューションではありません。ライブ・データ・ストリーム上で機能するように設計されているのです。

Oracle Stream Explorerには、次の長所があります。

	
あらゆる業種用のリアルタイム・アプリケーションを短時間で作成


	
イベント処理テクノロジの使用法の簡略化


	
ライブ・ストリームへの接続


	
リアルタイムの探査


	
ストリーミング・データ内の脅威または商機の先行的識別


	
Event Processingの複雑さを背後に置き、非技術者の使用を簡易化


	
テクノロジの提起でなくビジネス・ソリューションに対処


	
リアルタイム・アプリケーションを作成するための、制御され、構造化され、ドキュメント化により適した手法を提供


	
ソリューション/パターン手法を採用










1.5 Oracle Stream Explorerの対象ユーザー


Oracle Stream Explorerを使用するのは次のユーザーです。

	
ビジネス・インテグレータ


	
リアルタイム・ビジネスの関係者。










1.6 Stream Explorerのインストール


12c 12.2.1リリースでは、Oracle Stream ExplorerはOracle Stream Explorerイベント処理のインストール・パッケージに含まれています。





1.6.1 インストーラの実行



startwlevs.shスクリプトを実行して、Oracle Stream Explorerを起動します。









1.6.2 インストールの検証



Oracle Fusion Middleware 12c環境で、Oracle Stream Explorerのインストールを検証する手順:




	パッチを適用したOracleホームに関連付けられているすべてのドメインですべてのサーバーを起動します。コマンド・プロンプトで./startwlevs.shと入力し、Oracle Stream Explorerサーバーを起動します。
	各ドメインのWebLogic Server管理コンソールを開き、管理サーバーを検証して、ドメインのコンポーネントのステータスを確認します。








1.6.3 インストールのテスト



インストールをテストして、Oracle Stream Explorerアプリケーションの使用を開始するには、次の手順に従ってください。




	Oracle Stream Explorer Event Processingドメインを起動します。
	ブラウザのアドレス・バーに、「http://<host>:<port>/sx」と入力します。サポートされているブラウザのリストについては、「ブラウザ・サポート」を参照してください。

デフォルトURL: http://<hostname>:9002/sx。

Oracle Stream Explorerの「サインイン」画面が表示されれば、インストールは成功しています。


図1-1 Oracle Stream Explorerの「サインイン」ページ

[image: 「図1-1 Oracle Stream Explorerの「サイン・イン」ページ」の説明が続きます]















1.7 次の作業



Oracle Stream Explorerのインストールが完了すると、使用を開始できます。Oracle Stream Explorerの使用方法の詳細は、「Oracle Stream Explorerの使用」を参照してください。












2 ユース・ケースとチュートリアル


この章では、いくつかのサンプル・ユース・ケースの詳細を示し、サンプル・チュートリアルへのリンクを提供します。

この章の構成は、次のとおりです。

	
サンプル・ユース・ケース


	
Oracle Stream Explorerのスタート・ガイド


	
関連の製品とソリューション








2.1 サンプル・ユース・ケース


Oracle Stream Explorerプラットフォームは、多数の業界および機能分野を対象としています。次に、いくつかのユース・ケースを示します。

	
通信: リアルタイムでの呼詳細レコード(CDR)のモニタリングとDDoS攻撃検出を実行する能力。


	
金融業務: ミリ秒またはマイクロ秒の期間の中に存在するさや取り売買機会を現金化する能力。金融証券取引のリスク分析、モニタリングと報告をリアルタイムで実行し、外国為替価格を計算する能力。


	
運輸: 地域または目的地の天気、地上作業員の運用、空港の安全上の理由などによるフライト変更の場合に、乗客向け警告を作成し、手荷物の場所を検出する能力。


	
公共部門/軍事: 地理的に分散した敵の情報を検出、抽出して、敵の攻撃の高い可能性を割り出す能力。最適なリソースに警告を発して非常事態に対応する能力。


	
保険: Oracle Real Time Decisionsと組み合わせて、詐欺の可能性がある請求の検出を学習する能力。


	
ITシステム: 障害のあるアプリケーションまたはサーバーをリアルタイムで検出して、善後策を開始する能力。


	
サプライ・チェーンおよび流通: リアルタイムに出荷を追跡し、到着遅延の可能性を検出、報告する能力。




Oracle Stream Explorerの概要については、次の場所にあるビデオを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/complex-event-processing/cep05-2471908.html。







2.2 Oracle Stream Explorerの概要



Oracle Stream Explorerアプリケーションの概要および機能紹介については、Oracle Technology Networkの次の場所にあるビデオを参照してください: http://www.oracle.com/technetwork/middleware/complex-event-processing/overview/complex-event-processing-088095.html:

	
Oracle Stream Explorerの機能紹介


	
ハンズオン・エクササイズ。












2.3 関連の製品とソリューション


次に、Oracle Stream Explorerと関連がある製品およびソリューションのリストを示します。

	
Oracle Event Processing for Java Embedded


	
Oracle Coherence


	
Oracle Business Activity Monitoring


	
Oracle Service Bus


	
Oracle WebLogic Application Grid


	
Oracle WebLogic Suite


	
Oracle Real Time Decisions


	
Oracle Java SE Embedded Suite。
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